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要旨

【目的】本研究は、生体肝移植について論じられた日本の医学論文表題を分析し、生体肝移植の発展過程を明らかにす

ることを目的とした。 【方法】 1989年から2008年3月までに発表された雑誌論文4,035部を対象に、テキストマイニン
グにより分析し、各年の重要キーワードを算出した上で、それらをもとに発展過程を明らかにした。 【結果】生体肝移植

は1989年、緊急回避的手段として開始され、開発期を経て1997年の臓器移植法の制定を機に、ドナープールの手段とし

て位置づけられるようになった。以降、累年増加し拡張期を迎えるが、ドナー死亡事故のあった2003年をピークに500

件前後で推移するようになった。この頃から生体ドナーのケアの重要性が見直される改善期を迎えるという、 2度の転換
期と経緯が今回の研究で明らかになった。今後は各期における生体ドナーの処遇を明らかにし、生体ドナーのケアを確立

していくことが課題である。

キーワード　生体肝移植、発展過程、テキストマイニング

はじめに

脳死臓醐直は1980年から15年もの月日をかけて

議論され、 「臓器移植に関する法律(法律第104号)」が

1997年に制定された。一方、生体移植は現段階でも移

植学会と各移植施設の自主規制に委ねられた状態で実

施されている。本来は脳死移植を進めるべきとして国

は法規制やネットワークの構築など、脳死移植のため

の整備を行ってきた。しかし、脳死移植が普及しない

我が国では生体肝移植が諸外国に類をみない発展を遂

げた1)。

生体肝移植の症例数が累年増加するにつれ、生体ド

ナーの健康障害や自発性が担保できないなどの問題が、

特に成人間生体肝移植が増加し始めた2000年頃より

問題視されるようになった。また、 2003年には国内初

の生体肝ドナーの死亡が、 2006年には生体腎移植にお

ける臓器売買事件など、生体移植にまつわる事件や事

故が相次いで起きた。こうした状況に対し、現行の移

植学会と各移植施設に任せたままの運用を改め、立法

化すべきとの声も挙がっている2)。しかし一方で、立

法化し、親等制限を設けたところで問題は水面下に潜

るだけとの指摘もある3)。

主として移植医の自主性に委ねられ、これまで議論

が尽くされることがなかった生体肝移植に通底するド

ナーを巡る問題を解決するには、顕在化している問題

に対して応急的な対処策を講じても問題の根本的解決

は図れない。生体肝移植のこれまでの発展過程を振り

返り、歴史的文脈の中で生体ドナーの問題を整理すべ

きであると考えた。

そこで、 (∋生体肝移植医療における生体ドナーの位置

を明らかにし、 ②生体ドナー-の配慮を怠らない権利保

護の検討を前提に、生体ドナーの問題が歴史的所産であ

ることを鑑み、本研究ではまず、テキストマイニングの

手法を用いて客観的に生体肝移植の発展過程を明らか

にすることを目的とした研究を行った。
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【対象】1989年から2008年3月までに発表された、

雑誌論文を医学中央雑誌(以下、医中誌)のサイトを利

用し、生体肝移植のキーワードで該当した4,035部の

論文の表題を分析の対象とした。

【方法】医中誌webで検索し、ヒットした4,035部の

論文の表題を時系列に整理した。このうち重要キーワ

ードとして分析の結果、抽出された"蔓鋤犬"や"展望"

などを用い、生体肝移植の動向について論じられてい

る論文600部に解題を付けた。この他、今回は分析の

対象にしなかったが、同年代の新聞記事3,279件およ

び社会学系論文についてもCiNii論文情報ナビゲー

ター国立情報研究所)のサイトを利用し、"生体肝移植"

and"問題""倫理""展望""あゆみ"のキーワードで

ヒットした200部の論考に解題を付し、医療側と社会

一般からの報告、および掲載された資料を収集した1)。

これらの基礎資料を通読し、テキストマイニングの手

法で分析の上、各年の重要キーワードから生体肝移植

の発展過程を明らかにした。

【分析】SSRI社のトレンドリサーチ2008を用い、各

資料の掲載数、出現頻度から重要度を算出し、各年の

重要キーワードを抽出した。

・.-IlllL
1)各年の論文数と重要度からみた転換期

1989年から2008年3月までの各年の論文の掲載回
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数より重要度を算出した結果を図1に示す。 1989年か

ら1997年までは30未満で推移していた重要度が、 1998

年を境に、 2003年までは年間伸び率の高い時期が続き、

2004年の83. 7をピークに、以降は横ばいから下降傾

向にある。こうした傾向は生体肝移植実施件数とも同

期しており、 1997年まで100件前後だった実施件数が、

1998年から2001年まで年々増加し、 2004年をピーク

に2006年は初めて減少しており、 1997年と2003年に

論文数、重要度、実施件数の変動(転換点)が認めら

れた。

2)経年の重要キーワードからみた経年トピック

医中誌webで検索しヒットした4, 035部の論文を通

読した結果、生体肝移植の主だった各年のトピックス

を表1に示す。

表1.生体肝移植経年のトピック

匿は　　　　　　　　　　　　　　　t msMh

1 989　　生体肝移植開始

1 990　　左菓グラフト移植開始・マイクロサージャリー(顕微鏡下手術)導入

ABO不適合移植・劇症月弔鰯患者への移植
992

先進医療(3忍定(京者防学・信州大学)

1993　　肝がん患者へ(研引直・成人間生体肝移植蝣FAP患者への生体肝移植

APOLT開始

非血縁者ドナー.＼の拡大・右菓グラフト移植開始
998

小児一部疾患に対し健康保験の適応

1 999　　成人症例が小児症例を上回るようになる

2〔Ⅸ)　単区域グラフト移植

2001　　ドミノ移植

ドナー安全委員会設立0肝移植研究会) ・ウイルス月も短研究会発足(超戴幅義員) ・
2002

ドナー体験者の会発足(生体肝移植ドナー有志)

成人の一部疾患に対し健康保険嫡忍められる
2004

成人症例が小児症例の3倍になる

国内初ドナ-死亡・生体ドナ一群樹旨針(日本肝移f転け究会)公表
2003

倫薗昌針(日本移ヰ産声会)公表

2005　　ドナー調査(ドナー外来の設置)

ドナー安全性とケア向上のためか研究(健康手帳の作成・パンフレットの配布・
21W

ドナーが依頼の設置など)

親牛数開始後初めて親牛赦減(2005年566件-・2006年訂5件)

宇和島での臓器売買事件

臓器移植に関する法律の運用に関する指針の改正(第1 2項に生体からの臓器の

取り扱いの追記)

2007　　イスタンプーノし宣言

次に、トレンドリサーチ2008のソフトを用いて、

論文の表題を品詞分解し、関連テキスト数と出現頻度

から重みをKullback-Leibler divergenceにより算出、

出現頻度200以上かつ重要度50以上で、固有名詞を除

いた重要キーワードを抽出した。その結果、 "検討(重

要度87.65　出現頻度520)"、 "成人(重要度84.75　出
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現頻度489)"、 "術後(重要度75.47　出現頻度449)"、

"肝炎(重要度73.42蝣出現頻度426)"、 "ドナー(重要

度71. 66　出現頻度421)"、 "肝細胞癌(重要度56.46

出現頻度230) "、 "問題点(重要度55. 78-出現頻度245) "、

"小児(重要度54. 09　出現頻度242)"、 "適応(重要度

53. 18　出現頻度225)"の重要キーワードが算出され

た。

次に、関連度(重みを要素としてテキスト、キーワ

ード各ベクトル間の内積から算出)を前述したソフト

を用いて計算した。その結果、 1998年から出現するよ

うになった"展望"のキーワードは"現状"と関連度

が高く、 1998年から登場するようになった"成人"は

"問題点"と、 2000年からの"術後"は"検討" "管

理" "合併症" "感染症"、 "肝炎"は"ウイルズ'"肝硬

変"と、 2004年から多用されるようになった"ドナー"

は"手術" "問題"、 "肝細胞癌"は"適応"と、 2006

年以降の"小児"は"京都大学" "症例"と、各々関連

度が高いことが示された。なお、 1997年までは論文数

が100本未満と少なかったことからキーワードも分散

傾向にあった(表2)。

1)と2)の結果から、 1997年および、生体肝ドナ

ーの死亡事故が起きた2003年の2度の転換期が認め

られた。転換期軸に生体肝移植の発展過程を区分する

と、 (∋1989年の生体肝移植開始から臓器移植に関する

法律が制定される1997年までは症例件数は少ないが

ABO不適合移植やAPOLT　自己月刊孟存移植)など次々と

新しい技法を導入しながら進められた開発期、 ②1998

年から国内初の生体肝ドナー死亡事故が起きた2003

年まで、年間実施件数を急速に伸ばす拡張期、 ③)2003

年以降、ドナーの安全性が見直されケア向上のための

諸策が講じられるようになった改善期の、大きく3期

に大別できた。

表2.経年の重要キーワードと出現頻度

西暦　　　　　　　　　　　　　重要キーワ-ド(出朝鹿)

1989-1997　　全キ-ワ-ド出現頻度3)以下

1998　　　展望(32) 、現状(31)

1999　　　成人(36) 、問題点(30)

2〔Ⅸ)　　肝炎(47) 、術後(39) 、検討(39) 、成人(35)

2001　　術後(45) 、成人(44) 、検討(36) = ・感染症(15)

2002　　　成人(47) 、肝炎(39) 、検討(38) 、術後(30)

2003　　　成人(54) 、適応(39) 、検討(38) 、問題点(33)

2004　　　ドナー(86) 、検討(79) 、成人(69) 、月瑚包癌(54) 、問題点(35)

2005　　　検討(70) 、成人(60) 、術後(47) 、ドナー(46) 、肝炎・肝硬変(32)

2〔耶　　　検討(71 ) 、成人(54) 、ドナー(55) 、小児(37) 、成績(34)

2007　　　検討(70) 、術後(53) 、ドナー(ォ) 、小児(39)
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図1.生体肝移植年間実施件数、および年間論文数(重要度)
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以下、 1) 1989年4997年の技術革新期を開発期、

2)急成長を遂げる1998-2003年を拡張期、 3)2004年

以降、症例数も安定し、ドナーのケアが見直される改

善期と定義し、導き出された重要キーワードを手掛か

りに、各期の概要について、転換期の前後の経緯を中

心に考察を述べる。

1.開発期1989-1997年)

脳死移植が普及しない本邦で、重篤な肝不全患者の

救命を目的に、緊急回避的手段として1989年国内では

じめての生体肝移植が島根医科大学で行われた1)。そ

の後、翌1990年6月15日には京都大学で、その4日

後には信州大学が実施し、 1990年には合計10件の生

体肝移植が行われた4)。以降、実施件数は累年増加し

1997年までに合計593件の生体肝移植が実施された4)。

開発期では移植対象疾患が拡大され、 1992年には救

命が困難と言われていた劇症肝炎に、 1993年には肝癌、

FAP (家族性アミロイドポリニューロパチ-)患者に対

し生体肝移植が行われている。 1993年には信州大学が

国内で初めて成人間生体肝移植を成功させ、技術革新

が進められた。しかし、 1997年までは成人間生体肝移

植は15%　90件)と少なく、開発期では親から子-の

小児生体肝移植が主流だった4) 。

1997年、臓群移植に関する法律(平成9年7月16

日　法律第104号　以下、臓器移植法)が制定され、

29年ぶりに脳死移植-の道が開かれた。臓醐直法が

制定されるまで生体肝移植は脳死移植が普及するまで

の中継ぎの治療法として考えられていた5)。ところが、

臓器移植法の制定によって、 (∋死者の生存中の脳死判

定に従う意思の書面による表示及び家族の拒否がない

場合、 ②死者の生存中の提供意思の書面による表示及

び遺族の拒否のない場合に限り、脳死移植が実施でき

るようになった6)。脳死移植が可能となったことで、

生体肝移植を継続するための新しい理由(意義)が必

要となった。

同時期、年長児や成人症例で、左葉ではグラフト重

量が不十分なケースに対して右菓グラフト移植が行わ

れるようになり、成人症例が年々増加していた。そこ

で、生体肝移植は主に小児に対する緊急回避的手段か

ら1997年の臓器移植法の制定を機に、成人間生体肝移

植に新たな活路を見出した。古川は、 「年間4万人を超

える肝疾患による死亡がある本邦では、例え脳死提供

者(ドナー)が最大限に利用されても生体肝移植はな

くならない」と述べ、生体肝移植の存続を明確に示唆

している7) 。こうした背景から、臓器移植法の制定の

翌年に発表された論文では、 "展望" "現状"のキーワ

ードで論じられた論考が多数報告されている。

生体肝移植のパイオニアの一人である田中は、生体

肝移植が緊急回避的手段から"相対的な臓器不足を補

うひとつの手段として、分割肝移植や脳死肝移植と等

しく位置付けられるようになっだ'と述べ8) 、脳死ま

でのブリッジという位置付けから、ひとつの治療法と

して確立したことを示唆している。

2.拡張期1998-2003年)

京都大学と信州大学の2拠点を中心に展開されて

いた生体肝移植が、 1991年には広島大学と東京女子医

科大学で、 1992年には東北大学、 1996年には東京大

学・九州大学・松波総合病院、 1997年には北海道大学

-と各地に普及していった。 1998年2月、一部の小児

の疾患において健康保険の適応が認められるようにな

り、これを契機に、 1998年には年間200症例を越え、

2000年には年間300件に、2001年には400件-と施行

数が急増した4)。

また、右菓グラフト移植が1998年から開始され、

2000年からは肝炎患者にも適応が拡大され、成人間生

体肝移植の実施件数は1998年より急増し、 1999年に

は小児の生体肝移植実施件数を上回るようになった。

こうした動向を受け、 1999年には"成人"が、 2000

年からは"肝炎" "術後"の重要キーワードが出現し、

"問題点" "検討" "管理"といったキーワードと関連

した論文が多数発表されている。特筆すべきは"小児"

のキーワードは"症例"と、 "成人"は"問題点"と関

連度が高かったということである。こうした結果から、

成人症例は小児に比してリスクが高く、共有すべき問

題が山積していることが推察される。

3.改善期(2004年以降)

2003年に京都大学で娘に臓器提供を行った40歳後

半のドナーが、残存肝が少なかったことなどから2003
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年5月に死亡するという事故が起きた9)。国内で初め

ての生体肝ドナーの死亡という事態を受けて、ドナー

体験者たちは提供後の健康に対する不安を抱くように

なり、翌年2004年2月10日、厚生労働大臣に宛てて

健康調査等を盛り込んだ要望書を提出した。こうした

動きに応じ、日本肝移植研究学会は、生体肝ドナーの

実態調査を行うことを取り決め、 2005年から調査を開

始した。

ドナー調査の結果、術後1年以上経過してからも手

術創部や消化器系の症状など何らかの症状を有してい

るドナーが全体の50%に見られた。また臓器提供した

ことで7割のドナーが将来の健康に不安を抱いている

ことが明らかとなった。インフォームド・コンセント

に関する回答では、移植医からの説明に対しては「よ

かった」と答える人が多かったのに対し、紹介元の医

師の説明に対してはやや評価が低かった。また65. 9%

が医師からの説明を聞く前に臓器提供を決意している

ことなどがわかった10)。この他、移植施設を対象とし

た調査では、説明文書内に「棄権や途中辞退の権利」

について記載していない施設が半数に上っていたこと

が明らかとなり、ドナーの自発性の担保についての取

り組みが全体として十分でない可能性が高いことが窺

えた11)。

ドナー調査の結果を受け、術後のドナーの健康管理

および術前のインフォームド・コンセントの改善を目

的とした、 「ドナー外来の整備」 「健康手帳の作成・配

布」 「生体肝移植のパンフレットの作成・配布」が行わ

れ、ケアの向上が図られた11)。 2004年になり、ドナ

ーの安全性が見直されるようになった動向と、今回の

調査で論文の中で初めて"ドナー"が重要キーワード

に入った結果が一致していた。

この他、 2004年は健康保険の適応が拡大され、成人

の一部の癌に対しても健康保険の適応が認められるよ

うになった。生体肝移植はもともと小児を対象とした

移植から始まったため、患者の少なかった18歳以上に

ついては一部の疾患しか公的保険が使えなかった。

しかし、 1998年以降は成人の移植が急増し、 1999

年には小児の症例を上回ってきたことから一部の成人

の疾患に対しても健康保険の適応が拡大された。こう

した背景から、 2004年は"肝細胞癌"をキーワードに

した論考が数多く発表されていた1 2)。

結論

生体肝移植の発展過程を概観すると、 (∋1989年から開

始され、開発期を経て、 ②1997年の臓器移植法の制定を

機に、従前の緊急回避的手段からドナープールの手段の

ひとつとして位置づけられるようになった。 ③その後、

滋賀医科大学看護学ジャーナル, 8(1), 26-29

累年増加し、拡張期を迎えたが、 2003年の生体肝ドナー

死亡事故を境に500件前後で推移するようになった。こ

の頃より生体ドナーのケアの重要性が見直されるよう

になる改善期を迎え、安全性の向上のための施策が検

討・実施されるようになった。

以上、日本の医学論文から、生体肝移植の発展過程に

は1997年、 2003年の2度の転換期を軸に、 ①開発期, ②

拡張期, ③改善期の3期から発展していることが今回の

調査で明らかとなった。次の研究では各期における生体

肝ドナーの処遇の詳細を明らかにし、今後、生体肝ドナ

ーに付与される権利保護を検討し、生体ドナーのケアを

確立することが課題である。

本研究は科研費(課題番号: 20590508)の助成を受

けたものである
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